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広報かつらぎ  令和3年（2021年）8月号 2

＝広報の表紙写真（イラスト可）を募集します＝
町内の風景・人物などの作品を募集します。詳細
は町ホームページ、またはお問い合わせください。
【９月号締切８月10日（火）】
問い合わせ　総務課総務係（内線2025）

　この６月から、議会の様子を映像で住民の皆さ
まに見ていただけるようになりました。私が町長
に就任する前から議会より映像配信の要望があっ
たようですが、多額の経費がかかるという理由で
実現できていませんでした。
　映像配信は、通常、映像機材などを購入し議場
に設置しますが、購入するとかなりの金額になり、
メンテナンスなども必要となることから、業務委
託としました。町内には映像に詳しい方々がおら
れ、半ばボランティアとなるくらいの低価格で映
像配信業務を引き受けていただきました。このこ
とによって、手作り感はありますが、質の高い映
像がユーチューブ（YouTube）を通してイン
ターネット配信され、視聴した方からも好評でし
た。まだご覧になっていない方は、パソコンやス
マートフォンでご覧いただきたいと思います。
　議会での審議は、「議会だよりかつらぎ」を読
めばある程度、その内容がわかりますが、議会を
直接、傍聴しないと詳細な議論内容はわかりませ
ん。しかし、この映像配信が実現したことで自宅

などでも映像や音声を通して臨場感のある議論を
見ることができます。
　地方議会は、市町村長がさまざまな議案（事業
や予算）を議会に提案し、それを議員が審議し、
議会として決定するという重要な場です。
　市町村長も議員も選挙で選ばれることから、議
会は二元代表制と言われ、提案する側も審議する
側も住民の代表者として真剣に向き合い、かつら
ぎ町をより良くするための議論を展開します。
　今回の議会において、議員定数と議員報酬を検
討するための「議員定数・報酬調査特別委員会」
設置の提案があり、全議員賛成で委員会の設置が
決まりました。今後は、来年の夏に予定されてい
る町議会議員選挙に向けて、議員定数をはじめ報
酬についてもさまざまな議論が行われると思いま
す。選挙により誰が議員に選ばれるかで町は大き
く変わります。より良い結果になることを期待し
ています。

　　　　　　　　　かつらぎ町長　中阪　雅則
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令和３年度の人権啓発作文・人権啓発
ポスターを募集しています!  など

少林寺拳法で全国大会への
出場が決まった４人　　　
（P.10-11に関連記事あり）
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町からのお知らせ

　

人
権
啓
発
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

人
権
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
作
文
と
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

児
童
・
生
徒
、
一
般
（
高
校
生
を
含

む
）
の
方

応
募
締
切　

９
月
３
日（
金
）

募
集
テ
ー
マ

　

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と

の
中
か
ら

① 
い
じ
め
問
題

② 

児
童
虐
待
問
題

③ 

高
齢
者
の
人
権

④ 

障
害
の
あ
る
人
の
人
権

⑤ 

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
の
人
権

⑥ 

外
国
人
の
人
権

⑦ 

戦
争
や
平
和

⑧ 

環
境
問
題　

な
ど

募
集
内
容

◆
作
文

・
原
則
と
し
て
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

　

（
縦
書
き
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
２
〜
４
枚
程
度
）

・
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
タ
イ
ト
ル
を
つ

　

け
て
く
だ
さ
い
。

・
学
校
名
・
学
年（
一
般
の
方
は
住
所
）、

　

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ポ
ス
タ
ー

・
画
用
紙
Ｂ
３
判
ま
た
は
四
つ
切
り
画

　

用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
中
に
、
内
容
に
合
う
文
字
を

　

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
裏
面
に
学
校
名
・
学
年
（
一
般
の
方

　

は
住
所
）、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

　

さ
い
。

選
考

　

小
学
生（
の
部
）、
中
学
生（
の
部
）、

一
般（
高
校
生
を
含
む
）（
の
部
）の
３
部

門
に
分
け
て
、
主
催
者
側
の
審
査
に
よ

り
、
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
と
も
に
各
部
門
、

最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作
品
３
点
程

度
を
選
考
し
ま
す
。

そ
の
他

①
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
創
作
に
限

　

り
ま
す
。

②
応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
帰

　

属
し
、
啓
発
用
教
材
と
し
て
使
用
す

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
入
賞
作
品
の
使
用
、
編
集
な
ど
に
当

　

た
っ
て
は
、
作
品
の
趣
旨
を
損
な
わ

　

な
い
範
囲
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

④
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
す
。

⑤
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
方
に
は
表
彰

　

状
と
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
町
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
、

学
校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社

会
教
育
係
（
☎
22
―
０
３
０
３
・
内
線

３
０
１
５
）

● 令和３年度の人権啓発作文・
　 人権啓発ポスターを募集しています！

日時・場所
毎月第３木曜 午後１時～３時
かつらぎ町地域福祉センター２階

問い合わせ　健康推進課長寿社会係
（内線6020）／かつらぎ町地域包括
支援センター（☎22-2322）

認知症や介護の相談･情報交換･勉強会
「 認知症家族の会 」
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町からのお知らせ

※福祉関係の手当には所得制限があり、手当を受
ける方や扶養義務者の前年の所得が一定の額以上
であるときは、手当は支給されません。

　

福
祉
関
係
の
手
当
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
受
給
す
る
た
め

に
は
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

各
種
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

毎
年
８
月
に
現
況
届
が
必
要
で
す
。
期

限
内
に
忘
れ
ず
に
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

手
当
を
受
給
で
き
な
い
方

ⅰ
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
公
的
年

　

金
を
受
け
て
い
る
と
き

ⅱ
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

　

し
て
い
る
と
き

手
当
月
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

１
級　

５
万
２
５
０
０
円

２
級　

３
万
４
９
７
０
円

手
当
月
額

子
ど
も
１
人
の
場
合　

１
万
１
８
０
円

〜
４
万
３
１
６
０
円

※
子
ど
も
２
人
目
５
１
０
０
円
〜
１
万

１
９
０
円
、
３
人
目
以
降
３
０
６
０
円

〜
６
１
１
０
円
が
加
算

支
払
月　

奇
数
月

手
当
を
受
給
で
き
な
い
方

ⅰ
児
童
が
里
親
や
児
童
福
祉
施
設
（
母

　

子
生
活
支
援
施
設
、
保
育
所
お
よ
び

　

知
的
障
害
児
通
園
施
設
な
ど
を
除

　

く
）
に
入
所
措
置
さ
れ
て
い
る
と
き

ⅱ
父（
母
）が
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

　

く
て
も
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る

　

と
き
（
③
の
児
童
を
除
く
）

ⅲ
す
で
に
父
ま
た
は
母
の
ど
ち
ら
か
が

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
と

　

き
ⅳ
児
童
や
父（
母
）な
ど
が
日
本
国
内
に

　

住
ん
で
い
な
い
と
き

● 各種福祉手当について

手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

次
の
①
〜
⑧
に
該
当
す
る
児
童
（
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
、
ま
た
は
20
歳

未
満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
者
）
を
監

護
し
て
い
る
母
ま
た
は
父
、
父
母
に
代

わ
り
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父（
母
）が
死
亡
し
た
児
童

③
父（
母
）が
一
定
の
障
害
に
あ
る
児
童

④
父（
母
）の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

　

童
⑤
父（
母
）が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

　

し
て
い
る
児
童

⑥
父（
母
）が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

　

さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

　

児
童
、
棄
児
な
ど

⑧
父（
母
）が
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

　

児
童

児
童
扶
養
手
当

手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

次
の
①
〜
②
全
て
を
満
た
す
児
童
を

監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

①
20
歳
未
満
の
児
童

②
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
程
度

　

以
上
の
障
害
が
あ
る
児
童
（
も
し
く

　

は
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と

　

す
る
病
状
に
あ
る
児
童
）。

特
別
児
童
扶
養
手
当

手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
の
障
害
が

著
し
く
重
度
で
、
日
常
生
活
に
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在
宅
の
20

歳
未
満
の
児
童
。

手
当
月
額　

１
万
４
８
８
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
の
障
害
が

著
し
く
重
度
で
、
日
常
生
活
に
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在
宅
の
20

歳
以
上
の
方
。

手
当
月
額　

２
万
７
３
５
０
円

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福
祉
係

（
内
線
２
０
６
４
）

特
別
障
害
者
手
当
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町からのお知らせ

　

か
つ
ら
ぎ
町
で
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
４
次
か
つ
ら
ぎ
町
長
期
総
合
計

画
」
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
の
期
間
延
長
と
次
期
計
画
策

定
に
つ
い
て
、
広
く
町
民
の
方
か
ら
意

見
な
ど
を
伺
う
た
め
、
長
期
総
合
計
画

策
定
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

長
期
総
合
計
画
と
は

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
や
必
要
な
施
策
の
大
綱

を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
、
令
和
４
年
度
で
終
了

と
な
り
ま
す
が
、
計
画
期
間
の
見
直
し

を
行
い
、
次
期
計
画
策
定
に
お
い
て
、

計
画
を
よ
り
実
効
性
の
高
い
も
の
と
す

る
た
め
、
計
画
期
間
を
令
和
５
年
度
ま

で
１
年
間
延
長
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
募
集
人
数　

３
人
程
度　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り

選
出

任
期　

９
月
頃
か
ら
12
月
頃
を
予
定

活
動
内
容

　

長
期
総
合
計
画
策
定
審
議
会
へ
の
出

席
と
意
見
交
換
（
任
期
中
１
回
程
度
）

報
酬

　

半
日
に
つ
き
３
８
０
０
円
（
町
の
基

準
に
基
づ
く
）

応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
町
内
在
住
の
令
和
３
年
４
月
１
日
現

　

在
で
満
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
方

②
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は

　

常
勤
の
職
員
で
な
い
方

③
か
つ
ら
ぎ
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心

　

の
あ
る
方

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
お
よ

び
志
望
動
機
等
を
記
載
し
、
郵
便
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
に
よ

り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
企
画
公
室
で
配
布
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

８
月
２
日（
月
）〜
８
月
20

日（
金
）　

※
土
日
祝
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

フ
ァ
ク
ス
お
よ
び
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

当
日
送
信
日
時
記
録
有
効
。

そ
の
他

・
応
募
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報

　

は
、
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
決
定
者
に
つ
い
て
は
、
氏
名
な
ど
は

　

公
表
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
委
員
と
し
て
知
り
得
た
個
人
情
報
や

　

職
務
上
知
り
得
た
秘
密
に
つ
い
て
は
、

　

守
秘
義
務
が
発
生
し
、
違
反
し
た
場

　

合
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
（
内

線
２
０
１
０
）

● かつらぎ町長期総合計画策定審議会
　 委員を募集します

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

　平日、役場開庁時間内でのマイ
ナンバーカードの申請・受取が難
しい方はお越しください。

◆ホームページ
https://www.town.katsu
ragi.wakayama.jp

◆メールアドレス　 　
koushitsu-machidukuri@
town.katsuragi.wakayam
a.jp

◆ファクス　22-6432

8／29(日)9:00～15:00

問い合わせ
住民福祉課住民係（内線2065）



対象者　町内においてスズメバチが営巣している建
物・土地の所有者や使用者で、駆除業者に依頼して
スズメバチの巣を駆除される方。※スズメバチ以外
（アシナガバチ、ミツバチ等）は対象となりません。

補助金　駆除費用の３分の１（上限１万円）
　　　　※100円未満端数切捨

申請方法
「かつらぎ町スズメバチ駆除費補助金交付申請書」
に必要事項を記入・押印の上、次の書類を添付し
て、提出してください。
①駆除業者発行の駆除費見積書
②現場の位置図と見取図
③写真（営巣駆除前の建物または土地の全景および
営巣）

受付・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線6031）

　ハチの巣でお困りの方に対
し、駆除するための防護服の
貸出を行っています。
　危険性が高い場合は専門業
者に依頼してください。
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町からのお知らせ

● 
し
尿
く
み
取
り
の
休
業
の
お
知
ら
せ

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

休
業
期
間

８
月
11
日（
水
）〜
８
日
15
日（
日
）

※
平
常
業
務
は
８
月
16
日（
月
）か
ら
で

す
。

※
休
業
期
間
前
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
早
め
の
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

町
く
み
取
り
許
可
業
者

ア
ッ
プ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
、
株
式
会
社

松
本
衛
生
、
有
限
会
社
武
田
清
掃

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生
活
環
境

係
（
内
線
２
２
３
０
・
２
２
３
１
）

● 

行
政
相
談
所
開
設

　

行
政
相
談
委
員
（
和
田
正
史
委
員
・

福
内
清
美
委
員
）
に
よ
る
行
政
相
談
所

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
制
度
は
、
国
の
行
政

機
関
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
皆
さ
ま
か

ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
て
、

公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
解
決
や
実
現

の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
所
開
設
日

８
月
18
日（
水
）役
場
花
園
支
所

10
月
20
日（
水
）天
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

12
月
15
日（
水
）大
谷
公
民
館

２
月
16
日（
水
）見
好
公
民
館

相
談
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
（
先
着

順
）

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
住
民
係

（
内
線
２
０
６
１
）

● スズメバチ駆除費用の一部補助

ハチの巣駆除
防護服の無料貸出

※役場での駆除作業は行って
いません。

防護服防護服防護服



　西部公園パークゴルフ場では、パークゴ
ルフの日を記念して８/７（土）・８（日）・
９（月）の各日先着20人に、粗品（品物は
変わります）をプレゼントします。
この機会に、ぜひパークゴルフをお楽しみ
ください。

※暑くなってきましたので、熱中症には十
分ご注意くださ
い。こまめな水
分補給を心掛け
てください。

● ８月９日は
　「 パークゴルフの日 」

　里帰り出産や長期入院などにより、県外
の医療機関や施設などで予防接種を希望す
る方に対し、予防接種費の助成を行いま
す。
　
対象予防接種
　予防接種法に定める定期の予防接種
対象者
　事前に町に申し出をし、認められた方
助成額
　町が定める自己負担額を差し引いた額

※助成を受けるには、接種を受ける前に申
し出が必要となります。
詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ
健康推進課衛生係（内線2053）

● 予防接種費の償還払
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● 
農
地
を
「
貸
し
た
い
方
」、「
借
り
た
い
方
」
募
集
中

〜
農
地
中
間
管
理
事
業
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
〜

　

高
齢
に
よ
り
農
地
を
誰
か
に
貸
し
た

い
方
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方
な

ど
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
行
い
た
い
場

合
に
公
的
機
関（
農
地
中
間
管
理
機
構
）

が
間
に
入
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
方

　
Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
営
農
課
（
橋
本

市
高
野
口
町
名
古
曽
９
２
５
―
１
）
に

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
随
時
受
付
中
で
す
。

※
農
地
の
条
件
に
よ
り
借
り
受
け
対
象

と
な
ら
な
い
農
地
も
あ
り
ま
す
。

農
地
を
借
り
た
い
方

　
Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
営
農
課
の
相
談

窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
は

随
時
受
付
中
で
す
。

※
申
し
込
み
を
し
て
も
、
希
望
に
合
う

う
農
地
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
営
農
課
（
☎
０
７

３
６
―
43
―
２
５
５
５
）・
公
益
財
団

法
人
和
歌
山
県
農
業
公
社
（
☎
０
７
３

―
４
３
２
―
６
１
１
５
）・
産
業
観
光

課
農
業
振
興
係
（
内
線
２
１
８
１
）

農業者年金に加入しませんか

　農業者年金は、農業の担い手であ
る農業者だけが加入できる「農業者
のための年金」です。

加入資格
①国民年金の第１号被保険者（保険
　料納付免除者を除く）
②年間60日以上農業に従事する方
③20歳以上60歳未満の方

メリット
・少子高齢化に強い積立方式
・保険料は月額２万円～６万7,000
　円までの間で自由に選択可能
・終身年金で80歳までの保障付
・支払った保険料は全額社会保険料
　控除の対象
・一定の要件を満たす担い手には、
　保険料の国庫補助制度あり

問い合わせ
産業観光課農業振興係（内線2104）

問い合わせ
生涯学習課スポーツ振興係（内線3017）

西部公園パークゴルフ場
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町からのお知らせ

　

マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る
と
皮
膚
か
ら

の
熱
が
逃
げ
に
く
く
な
る
こ
と
や
、
気

付
か
な
い
う
ち
に
脱
水
に
な
る
な
ど
、

体
温
調
節
が
し
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

暑
さ
を
避
け
、
水
分
を
摂
る
な
ど
の

「
熱
中
症
予
防
」
と
、
マ
ス
ク
や
換
気

な
ど
の
新
し
い
生
活
様
式
を
両
立
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
で
人
と
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
十

分
な
距
離
が
離
れ
て
い
る
と
き
は
、
熱

中
症
を
予
防
す
る
た
め
マ
ス
ク
を
外
し

ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
の
着
用
時
は
激
し

い
運
動
は
避
け
、
の
ど
が
渇
い
て
い
な

く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

気
温
・
湿
度
が
高
い
と
き
は
特
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
エ
ア
コ
ン
使
用
中

も
、
エ
ア
コ
ン
は
止
め
ず
に
こ
ま
め
に

換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。
換
気
を
し
た
後

は
、
室
内
の
気
温
が
上
昇
し
ま
す
の
で
、

温
度
設
定
を
一
時
的
に
下
げ
る
な
ど
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

　新型コロナウイルス感染症の流行の中で、
「新しい生活様式」という言葉が世の中に広
がりました。
　新しい生活様式とは、感染防止の３つの基
本である、①身体的距離の確保、②マスクの
着用、 ③手洗いや「３密（密集、密接、密
閉）」を避けるなどを言います。
今回は、新しい生活様式の中での熱中症予
防・フレイル予防についてご紹介します。

　新型コロナウイルス感染
症により、今までの生活と
違う日々を送られている方
も多いと思います。身体も
心も健康で自分らしく生活
していけるよう、こころの
健康に関する情報を7回シ
リーズでお届けします。

こ こ ろ の
健康づくり

マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る
と
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
上
昇
し
ま
す

　

「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
す
か
。
フ
レ
イ
ル
と
は
日
本
語
で

虚
弱
と
い
う
意
味
で
、
年
齢
を
重
ね
て

心
身
の
活
力
（
筋
力
、
認
知
機
能
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
な
ど
）
が
低
下
し
た

状
態
の
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、
少
し
ず
つ
世

の
中
に
も
認
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
自
粛
す
る
、
他
者

と
の
関
わ
り
を
控
え
る
と
い
っ
た
こ
と

が
重
な
り
、
フ
レ
イ
ル
に
な
る
傾
向
が

高
い
で
す
。
フ
レ
イ
ル
の
徴
候
を
早
く

発
見
し
、
日
常
生
活
を
見
直
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
流
行
下
の
フ
レ
イ
ル
に
注
意

❶暑さを避けよう

❷適宜マスクを外そう

❸こまめに水分補給しよう

❹日頃から健康管理をしよう

❺暑さに備えた体作りをし
　よう

※高齢者や子どもなど、配
慮が必要な方は、熱中症に
なりやすいので十分に注意
しましょう。また、３密を
避けつつ、周囲の方からも
声かけをお願いします。



ま　と　め

　新型コロナウイルス感染症の流行によって、今までの様に外出ができない・人との
関わりが減ったなどの変化によって、心身に影響が出ている方は多いと思います。
　まずは、自分でできることから日常生活を見直し、心身の健康を保つよう心掛けま
しょう。自分で見直すことが難しい部分は、医療機関などに相談をしましょう。
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町からのお知らせ

問い合わせ　健康推進課衛生係・住民福祉課福祉係（内線2059・2054・2063）
　　　　　　橋本保健所（☎0736-42-3210）

　右にチェックがついた項目が多ければ多いほど、フレイル傾向になっている可能性があります。
チェックがついた項目がある方は日常生活を見直し、かかりつけ医にも相談するようにしましょう。
　また、これまでの広報に、自宅で出来る運動についても紹介しておりますので、取り入れてみてく
ださい。

ほぼ同じ年齢の同性と比較して、健康に気をつけた食事を心掛けていま
すか

野菜料理と主菜（肉または魚）を両方とも毎日２回以上は食べていますか

「さきいか」、「たくあん」くらいの固さの食品を普通に噛み切れますか

お茶や汁物でむせることがありますか

１回30分以上の汗をかく運動を週２日以上、１年以上実施していますか

日常生活において歩行または同等の生活活動を１日１時間以上実施して
いますか

ほぼ同じ年齢の同性と比較して、歩く速度が速いと思いますか

昨年と比べて外出の回数が減っていますか

１日１回以上は、誰かと一緒に食事をしますか

自分が活気に溢れていると思いますか

何よりもまず、物忘れが気になりますか

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

はい・いいえどちらかに〇をしてください。

● フレイルチェックをしてみよう！
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くらしの情報  INFO

　

９
月
９
日（
木
）は
「
救
急
の
日
」
で

す
。
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
は

「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。

　

大
切
な
家
族
や
友
人
が
突
然
、
目
の

前
で
倒
れ
た
と
き
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
役

立
つ
の
が
応
急
手
当
で
す
。

　

伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
応
急
手
当
の
正
し
い
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た

め
、
普
通
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時　

９
月
12
日（
日
）午
前
９
時
〜
正

午場
所　

伊
都
消
防
組
合
防
災
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、
止
血
法
な
ど
。

定
員　

９
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　
８
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

費
用　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

伊
都
消
防

組
合
消
防
本
部
警
防
課
（
☎
22
―
０
１

１
９
）

介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
０

―
２
５
２
０
―
６
０
７
８
）・町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
22
―
２
３
２
２
）

救
急
医
療
週
間・普
通
救
命
講
習

日
時　

８
月
21
日（
土
）午
後
１
時
50
分

〜
午
後
４
時
10
分

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

内
容　

第
１
部　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
寸
劇　

ビ
デ
オ
上
映

第
２
部　

講
演
「
食
事
療
法
で
認
知
症

は
予
防
で
き
る
か
」
西　

理
宏
先
生

（
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
病

態
栄
養
治
療
部
長
）

費
用　

無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

状
況
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
、
急
遽

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

橋
本
・
伊
都
在
宅
医
療

日（
金
）当
日
消
印
有
効

※
郵
送
（
特
定
記
録
郵
便
）
に
よ
り
和

歌
山
県
下
水
道
協
会
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

試
験
日　

11
月
21
日（
日
）

試
験
会
場　

和
歌
山
商
工
会
議
所

※
希
望
者
に
対
し
、
受
講
講
習
を
11
月

３
日（
水
・
祝
日
）和
歌
山
県
民
文
化
会

館
に
て
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課
（
☎
22
―

６
５
６
６
）

和
歌
山
県
下
水
道
協
会
（
☎
０
７
３
―

４
３
５
―
１
０
９
３
）

健
康
公
開
講
座
の
開
催

　

経
済
産
業
省
で
は
、
夏
場
に
電
気
事

故
が
多
く
発
生
す
る
た
め
、
毎
年
８
月

を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、

電
気
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
全
国
的
な
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い

ま
一
度
、
身
の
周
り
の
電
気
安
全
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

関
西
電
気
保
安
協
会

（
☎
０
７
３
―
４
６
３
―
９
０
４
４
）

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

職 

員 

人 

事

町
長
部
局
（　

）
は
前
職

◆
危
機
管
理
課

▽
主
査　

横
田
望
（
花
園
地
域
振
興
課

主
査
）

異
動
（
５
月
１
日
付
）

お 

知 

ら 

せ

　

令
和
３
年
度
和
歌
山
県
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
書
配
布
期
間　

８
月
10
日（
火
）〜

９
月
３
日（
金
）

配
布
場
所　

上
下
水
道
課
、
県
庁
下
水

道
課
、
県
下
水
道
公
社
、
各
振
興
局

受
付
期
間　

８
月
10
日（
火
）〜
９
月
３

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

▽
副
主
任
保
健
師　

新
極
公
子

退
職
（
６
月
30
日
付
）

　 交際費の公表

弔慰
見舞い
お祝い
賛助
会費
その他

11,000円
―

105,020円
―

8,220円
8,620円
132,860円

１件
―
４件
―
２件
３件
10件

―
―
―

5,000円
―
―

5,000円

―
―
―
１件
―
―
１件計

５・６月分
町および町長
金　額 件　数 金　額 件　数

議会および議長
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町
広
報
「
文
芸
の
窓
」
に
掲
載
す
る

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
す
る
作
品
は
審
査
・
選
考
の
上
決

定
し
ま
す
。

対
象　

町
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

応
募
期
限　

８
月
31
日（
火
）

応
募
部
門　

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

応
募
方
法　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
郵
送
に
て
応
募
先
ま
で
提
出
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係
（
☎
22
―
０
３
０
３
・
フ

ァ
ク
ス
22
―
７
１
０
２
）

募　

集

文
芸
の
窓　

俳
句
・
短
歌
・

川
柳
の
募
集

募
集
人
員　

５
人
程
度

受
験
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
採
用
さ
れ
た
場
合
、
伊
都
消
防
組
合

構
成
市
町
（
橋
本
市
、
か
つ
ら
ぎ
町
、

九
度
山
町
）
に
居
住
で
き
る
方

③
身
体
要
件
が
一
定
基
準
以
上
の
方

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
お
よ
び
地

消
防
職
員
募
集

　

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
は
経
済
産
業
省
の
委
託
を
受

け
た
公
的
な
相
談
窓
口
で
す
。
円
滑
な

事
業
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
し
ま
す
。

　

「
後
継
者
が
い
な
い
、
い
い
人
が
あ

相　

談

事
業
承
継
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す

　

就
労
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
る
無
業

の
方
に
、
寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

（
相
談
・
利
用
無
料
、
秘
密
厳
守
）
ま

ず
は
、
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
、
Ｐ
Ｃ

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
職
場
体
験
・
見
学
な
ど
、

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
ス
キ
ル

を
身
に
着
け
、
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

履
歴
書
作
成
、
面
接
練
習
な
ど
、
就
職

活
動
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

対
象　

15
歳
〜
49
歳
の
方
と
そ
の
家
族

開
所
時
間　

月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
※
祝
日
除
く

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
き
の
か
わ
（
☎
０
７
３
６
―
22

―
２
９
０
０
）

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

就
職
相
談

INFO  くらしの情報

方
公
務
員
法
第
16
条
各
号（
欠
格
条
項
）

に
規
定
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
日
・
内
容

第
一
次　

９
月
19
日（
日
）　

教
養
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）、
消
防
適
性
検
査
、

作
文
試
験
、
体
力
試
験

第
二
次　

10
月
下
旬
予
定
（
第
一
次
試

験
合
格
者
の
み
）
面
接
試
験

試
験
場
所　

伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部

申
込
方
法　

採
用
試
験
受
験
申
込
書

（
伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
で

配
布
ま
た
は
伊
都
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
２
日（
月
）〜
16
日（
月
）

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

伊
都
消
防
組

合
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
22
―
０
１
１

９
）

れ
ば
譲
り
た
い
、
私
が
引
継
ぎ
で
き
る

事
業
は
な
い
か
、
親
族
に
承
継
し
た
い
、

従
業
員
に
承
継
し
た
い
、
良
い
会
社
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
相
談
が

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３
―

４
９
９
―
５
２
２
１
）

もも、すもも、うめ、さくらを守ろう
クビアカツヤカミキリの早期発見

　果樹園やさくらでフラス
（幼虫の糞と木くずが混ざ
った物）を発見したら最寄
りの振興局またはＪＡに連
絡してください。

問い合わせ
伊都振興局農業水産振興課（☎0736-33-4930）
ＪＡ紀北かわかみ営農課（☎0736-43-2555）

株元に溜まったフラス

和歌山県
クビアカ情報

成虫
♂ ♀
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相 談 窓 口
相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

ひきこもり相談会
よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

19:00～

13:30～15:30

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

8/10㈫、23㈪

8/4㈬、9/1㈬

8/2㈪（予約制）

8/6㈮、20㈮

月～金曜（祝日除く）

①8/3㈫
②8/10㈫
③8/17㈫
④8/24㈫

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①8/10㈫
②8/17㈫
③8/11㈬、25㈬

14:00～15:30

8:30～17:15

大谷地域
　　交流センター
１階和室

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上

同上

同上

同上

同上

同上

保健福祉センター
１階機能訓練室

社会福祉協議会
☎22-4311

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課

かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課
商工観光係
内線2103

伊都振興局
企画産業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリ
や健康体操の方法など
でお悩みの方

消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜（祝日除く）
※8/10㈫は12:30
～調理

児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われる子どもを発見した｣｢子育
てが辛くてつい子どもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県子ども・女性・障害者相談センター（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

有　

料　

広　

告

納期限
８月31日（火）

● 町民税・県民税　　　　第３期
● 固定資産税　　　　　　第３期
● 国民健康保険税　　　　第２期
● 後期高齢者医療保険料　第２期
● 介護保険料　　　　　　第３期

町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。
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人 

権 

作 

文

手
は
一
人
し
か
い
な
い
。
高
野
山
に
住

む
母
の
祖
母
。
つ
ま
り
、
僕
の
曽
祖
母

だ
。
曽
祖
母
は
、
こ
の
前
、
九
十
八
歳

に
な
っ
た
。
二
ヶ
月
に
一
度
ほ
ど
会
い

に
行
く
の
だ
が
、
そ
の
た
び
に
背
が
小

さ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
し
て
、
必
ず
会
う
た
び
に
僕
と
弟
を

見
て
「
大
き
く
な
っ
た
な
ぁ
。
」
と
喜

ん
で
く
れ
る
。
曽
祖
母
は
耳
が
よ
く
聞

こ
え
な
い
の
で
、
母
は
話
を
す
る
と
き
、

口
を
大
き
く
あ
け
て
話
し
た
り
、
大
切

な
事
は
紙
に
書
い
て
伝
え
た
り
し
て
い

る
。
少
し
前
に
、
夜
中
に
部
屋
で
つ
ま

づ
き
、
机
で
頭
を
う
っ
て
血
を
流
し
て

い
た
そ
う
で
母
は
本
当
に
心
配
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
曽
祖
母
は
食
事
や
洗

濯
な
ど
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
て
い

る
の
で
、
す
ご
い
と
思
う
。

　

以
前
、
社
会
の
授
業
で
人
口
の
構
成

が
よ
く
分
か
る
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
勉

強
を
し
た
。
日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

は
「
つ
ぼ
型
」
だ
。
こ
の
型
は
、
高
齢

者
が
長
生
き
し
て
、
子
ど
も
は
あ
ま
り

産
ま
れ
な
い
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
社

会
を
表
す
。

　

日
本
は
高
齢
化
社
会
だ
。
僕
の
周
り

に
も
高
齢
者
が
多
く
、
母
方
の
曽
祖
母

　

「
ブ
ー
ッ
ブ
ー
ッ
」
遠
く
で
母
の
携

帯
電
話
が
鳴
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
音
が

切
れ
た
の
で
、
母
が
電
話
に
出
た
こ
と

が
わ
か
る
。
次
の
瞬
間
、
「
え
っ
！
い

て
る
よ
。
う
ん
、
元
気
元
気
。
元
気
に

し
て
る
で
ー
。
今
度
？
日
曜
日
！
違
う

今
日
違
う
よ
！
日
曜
日
！
う
ん
。
そ
う
。

え
っ
？
違
う
っ
て
！
」
と
母
の
も
の
す

ご
く
大
き
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ

の
声
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
し
て
ば
か
り
な
の
で
、
僕

は
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
。
電
話
の
相

の
他
に
父
方
の
曽
祖
父
母
も
い
る
。
こ

の
二
人
は
百
歳
に
な
る
。
同
じ
地
区
を

見
て
も
、
近
所
は
高
齢
者
ば
か
り
で
、

子
ど
も
や
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

少
子
高
齢
化
は
自
分
の
周
り
で
も
起
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

　

高
齢
化
社
会
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
人
権
問
題
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
と

い
う
と
、
判
断
力
が
弱
っ
て
い
る
こ
と

を
ね
ら
っ
た
悪
徳
商
法
。
年
を
と
っ
て

い
て
何
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、
邪
魔

者
扱
い
さ
れ
、
働
く
機
会
を
奪
う
。
介

護
施
設
で
の
虐
待
な
ど
だ
。
特
に
、
病

院
や
施
設
で
の
虐
待
は
よ
く
ニ
ュ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
が
、
本
当
に
ひ
ど
い
こ

と
を
さ
れ
て
い
て
心
が
痛
い
。
僕
の
曽

祖
父
母
も
、
施
設
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
会
い
に
行
っ
た
と
き
に
感
じ
る

こ
と
は
、
介
護
士
さ
ん
は
と
て
も
大
変

だ
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
食
事
を

手
伝
っ
た
り
、
入
浴
を
手
伝
っ
た
り
し

て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常
に
利

用
者
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
動
か
な
く

て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
は
本
当
に
大

変
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
介
護
士
さ
ん

の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い

て
良
か
っ
た
と
答
え
る
そ
う
だ
。
自
分

が
頑
張
っ
て
優
し
く
介
護
す
る
と
、
利

用
者
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
。」
と
い

う
感
謝
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
自
分
も
成
長
で
き
る
こ
と
が
こ
の

仕
事
の
や
り
が
い
だ
と
思
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
こ
う
い
う
考
え
が
、
高
齢
者
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

年
を
と
る
と
、
覚
え
が
悪
く
な
っ
た

り
、
耳
や
目
が
悪
く
な
っ
た
り
、
速
く

歩
い
た
り
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
。

で
も
、
そ
れ
が
年
を
と
る
と
い
う
こ
と

で
、
誰
で
も
年
を
と
っ
て
い
く
の
だ
。

だ
か
ら
、
高
齢
者
を
「
役
に
立
た
な
い

や
っ
か
い
な
人
達
」
と
考
え
、
社
会
か

ら
排
除
し
た
り
、
い
じ
め
た
り
す
る
の

は
お
か
し
い
と
思
う
。
高
齢
者
と
話
を

す
る
だ
け
で
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
。
な
の
で
、
高
齢
者
の
人
達
が
活
や

く
で
き
る
場
所
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ

し
い
と
僕
は
願
っ
て
い
る
。
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
立
場
の
弱
い
人
達
の
人
権

を
守
り
、
み
ん
な
で
調
和
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
僕
た
ち
が
目
指

す
べ
き
社
会
だ
と
思
う
。

「 

目
指
す
べ
き
社
会 
」

笠
田
中
学
校
２
年（
受
賞
時
）

　
　

松
下　

幸
太
郎
さ
ん

中
学
生
の
部 
優
秀
賞
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人 

権 

作 

文

　

私
の
い
と
こ
は
、
生
ま
れ
つ
き
目
の
病

気
が
あ
り
ま
す
。
十
か
月
健
診
の
時
、
斜

視
に
よ
り
「
先
天
性
白
内
障
」
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
大
学
病
院
で
検
査
し
、

一
歳
半
に
し
て
人
工
レ
ン
ズ
を
入
れ
る
手

術
を
し
ま
し
た
。
目
が
悪
く
な
い
子
は
、

赤
ち
ゃ
ん（
三
か
月
）で
遠
近
感
が
分
か
る

よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
、
い
と
こ
は
目
が
悪

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
目
か
ら
の
刺
激
が

少
な
く
脳
の
発
達
も
周
り
の
子
よ
り
遅
か

っ
た
そ
う
で
す
。
い
と
こ
の
母
は
心
配
に

な
り
、
血
液
検
査
や
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に

病
院
に
通
う
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。
目

が
悪
い
こ
と
に
よ
り
、
運
動
、
そ
の
中
で

も
水
泳
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
と
こ

は
さ
ら
に
、
喘
息
も
ち
だ
か
ら
、
三
歳
で

一
週
間
の
入
院
が
二
回
も
あ
り
、
温
度
差

に
よ
り
発
作
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
や
卵
、
動
物
な
ど

の
ア
レ
ル
ギ
ー
も
あ
り
ま
す
。
い
と
こ
は
、

周
り
の
子
に
比
べ
て
と
て
も
体
が
弱
い
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
経
験
が
少
な
い
い
と

こ
に
す
る
と
、
現
在
楽
し
く
学
校
に
通
え

て
い
る
こ
と
自
体
が
大
き
な
刺
激
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

い
と
こ
は
、
六
歳
年
下
で
よ
く
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
を
取
る
の
は
下
手
で

よ
く
落
と
し
て
い
た
り
、
一
緒
に
手
を
つ

な
い
で
い
て
も
つ
ま
ず
き
溝
に
落
ち
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
階
段

で
は
テ
ン
ポ
よ
く
上
り
下
り
す
る
の
が
難

し
く
、
私
は
「
姉
弟
達
と
は
少
し
違
う

な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
い
と
こ
の
母
が
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
い
と
こ
は
生
ま
れ
つ
き
目
の
病

気
が
あ
る
の
だ
と
。
そ
の
時
思
い
ま
し
た
。

あ
の
時
頭
に
浮
か
ん
だ
、
「
姉
弟
達
と
は

少
し
違
う
な
」
は
な
ん
て
ひ
ど
い
言
葉
だ

っ
た
と
気
付
い
た
の
で
す
。
あ
の
一
言
を

直
接
い
と
こ
に
言
っ
て
い
れ
ば
、
今
ど
ん

な
関
係
で
い
た
の
か
、
不
安
、
怖
さ
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

言
葉
を
口
に
出
す
と
、
い
と
こ
が
傷
つ
く

の
で
は
な
い
か
、
ま
た
周
り
の
人
達
が
聞

い
て
い
て
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
発

す
る
言
葉
「
大
丈
夫
？
」
の
助
け
の
言
葉
、

「
み
ん
な
と
違
う
ね
」
の
傷
つ
け
る
言
葉
、

の
選
択
に
よ
っ
て
そ
の
子
と
の
関
係
が
変

わ
る
と
思
い
ま
す
。
助
け
の
言
葉
を
か
け

て
あ
げ
た
な
ら
、
今
後
も
助
け
合
え
る
仲

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
い
と
こ

は
、
い
じ
め
は
な
く
元
気
に
楽
し
い
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
た
っ
た
一

つ
の
行
動
、
一
言
に
よ
り
心
は
一
瞬
に
し

て
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
が
何
も
思

う
こ
と
な
く
発
し
た
あ
の
一
言
、
後
悔
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
様
な
こ
と
が
何
回

も
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
「
い
じ
め
」
と

な
り
、
一
つ
の
命
が
奪
わ
れ
る
可
能
性
が

出
て
く
る
の
で
す
。

　

今
私
は
、
い
と
こ
の
こ
と
が
、
か
わ
い

く
て
大
好
き
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
い
と
こ

が
泣
い
て
い
る
姿
、
笑
っ
て
い
る
姿
、
喜

び
で
溢
れ
て
い
る
姿
、
絶
対
に
忘
れ
な
い

で
す
。
い
と
こ
が
今
こ
こ
に
い
る
事
、
弟

と
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
せ
て
い
る
事
は
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

い
と
こ
の
母
は
、
子
ど
も
が
で
き
に
く
い

体
質
で
、
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
時
に
小

さ
な
奇
跡
か
ら
で
き
た
、
い
と
こ
。
結
婚

九
年
目
に
で
き
た
い
と
こ
は
、
「
何
か
し

ら
の
病
気
を
持
っ
て
産
ま
れ
て
く
る
」
と

先
生
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
で

も
、
い
と
こ
の
母
は
、
「
個
性
な
ん
だ
か

ら
」
と
受
け
い
れ
た
そ
う
で
す
。
シ
ョ
ッ

ク
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
弟
が
で
き
た

と
き
、

「
二
人
で
助
け
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
け

る
兄
弟
が
で
き
た
。」

と
安
心
し
た
そ
う
で
す
。

　

社
会
の
中
に
は
、
病
気
の
人
や
障
害
の

あ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
み
ん
な
一

人
一
人
違
う
病
気
や
障
害
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
人
達
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
私
達
は
寄
り
添
い
、
見
守
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
失
敗
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
温
か
い
目
で

見
守
っ
て
支
え
て
あ
げ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
い
と
こ
の
病
気
「
先
天
性
白
内

障
」
の
片
目
だ
け
と
い
う
の
は
珍
し
く
、

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
大
人
に
な
る
ま
で

に
五
回
か
ら
六
回
手
術
を
繰
り
返
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
ん
な
い
と
こ

を
私
は
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

代
わ
り
に
な
っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
い
と
こ
が
少
し
で
も
安
心
で
き

る
よ
う
に
寄
り
添
い
見
守
っ
て
あ
げ
よ
う

と
思
い
ま
す
。
身
近
な
人
へ
の
思
い
や
り

は
、
な
か
な
か
届
く
よ
う
に
な
る
の
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
信
頼
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
強
く
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
暴
言

を
は
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

で
も
、
時
に
は
思
い
や
り
の
気
持
ち
に
変

化
す
る
の
も
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

い
と
こ
の
母
は
い
つ
だ
っ
て
笑
顔
で
、
明

る
く
、
そ
の
場
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
魔
法

の
よ
う
な
心
が
あ
り
ま
す
。
私
も
何
回
も

助
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
い
と
こ
の

母
、
い
と
こ
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
に
思

い
や
り
の
心
を
持
ち
生
き
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

い
と
こ
は
こ
れ
か
ら
先
、
色
々
な
事
に

挑
戦
し
、
大
き
な
壁
に
ぶ
ち
当
た
る
時
が

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
を
信
じ
、

自
分
ら
し
く
、
勇
気
を
も
っ
て
踏
み
出
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

「 

小
さ
な
勇
者 
」

妙
寺
中
学
校
１
年（
受
賞
時
）

　
　
　

森
本　

未
紅
さ
ん

中
学
生
の
部 
優
秀
賞
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開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

問
い
合
わ
せ
（
☎
22
―
０
３
０
３
）

図書館
だより

８月の休館日

2日・9日・16日
23日・30日

PicUp!PicUp!PicUp! 新着図書

夏
も
元
気
に
じ
け
ん
が

い
っ
ぱ
い
!?

「四年ザシキワラシ組 (２)」
こうだ ゆうこ (作 )

児童書

野
ね
ず
み
き
ょ
う
だ
い
の
草
花
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

直
子

絵
本
江
戸
の
く
ら
し　
　

太
田　

大
輔

用
具
室
の
日
曜
日　
　

村
上　

し
い
こ

● 

児
童
書

薔
薇
の
な
か
の
蛇　
　
　
　

恩
田　

陸

雷
神　
　
　
　
　
　
　
　

道
尾　

秀
介

パ
ン
の
ト
リ
セ
ツ　
　
　

池
田　

浩
明

●
一
般
書

新 

着 

図 

書

お
そ
ろ
し　
　
　
　
　

宮
部　

み
ゆ
き

逢
魔
が
山　
　
　
　
　
　

犬
飼　

六
岐

山
妣　
　
　
　
　
　
　

坂
東　

眞
砂
子

　

暑
い
夏
は
こ
わ
い
話
で
涼
み
ま
せ
ん

か
。
お
す
す
め
の
こ
わ
い
本
を
紹
介
し

ま
す
。

●
一
般
書

妖
怪
一
家
九
十
九
さ
ん　

富
安　

陽
子

蜘
蛛
の
糸　
　
　
　
　
　

遠
山　

繁
年

学
校
な
な
ふ
し
ぎ　
　
　
　

山
本　

孝

● 

児
童
書

こ
わ
い
本
特
集

朝
鮮
出
兵
を
め
ぐ
る
圧

倒
的
人
間
ド
ラ
マ
。

一般書

「なぜ秀吉は」
門井 慶喜 ( 著 )

愛
す
る
人
の
本
当
の
心

を
、
あ
な
た
は
知
っ
て

い
ま
す
か
？

一般書

「本心」
平野 啓一郎 (著 )

読
む
だ
け
で
心
が
ラ
ク

に
な
る
２
１
０
の
言
葉
。

一般書

「もっと人生は楽しくなる」
たぐち ひさと (著 )

霧
深
い
森
の
中
へ
！

た
て
に
ひ
ら
い
て
大
迫

力
！

「もりの100かいだてのいえ」
いわい としお (作 )

児童書
楽
し
く
読
め
て
、世
界

が
ひ
ろ
が
る
。

「学校では教えてくれないゆかいな漢字の話」
今野 真二 ( 著 )

児童書
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８月のスケジュール
8/6（金）・13（金） 9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しませ
んか？（毎月第１・２金曜日）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

8/16（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
赤ちゃんとお母さんのふれあいの場。
内容「ぽっとん落とし作り9・10月分」
対象：１歳未満の赤ちゃん
定員：６組　※8/2(月)～要予約

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00～ 12:00
　　　13:00～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：保健福祉センター1階
問い合わせ（内線 6013）

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

文
芸
の
窓

短　

歌

※イベントについては新型コロナウイルス感染症
　拡大防止のため、変更となる場合があります。

　今月は支援センターで
子ども達に人気の手作り
おもちゃを紹介します。
　『ぽっとん落とし』とい
って、特に1歳くらいの
子どもに人気です。
　容器のフタに穴を開け
てあるので、ポトッと落
として遊びます。穴が大
きなものには手を入れた
り、容器を振って出そう
としたり、穴が狭くても
頑張ってチャレンジして
います。
　海苔の空き容器などの
フタ付き容器を用いて、
入れる物はペットボトル
のフタや縄跳びを利用し
ています。

8/12（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容「カレンダー作り」
定員：先着６組

8/25（水）10:00～11:00
なかよし広場
子育て講座や親子でふれあう交流の場。
内容「栄養士さんと話そう!（食事について）」
定員：７組　※8/11(水)～要予約

俳　

句

あ
に
あ
ね

ヤ
マ
ボ
ウ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ん
ぼ　

く
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
ン
チ
ン

義
兄
姉
の
声
聞
き
た
く
て
観
音
寺
池
辺
の
墓
石
に
寄
り
て
た
た

ず
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
本　

次
郎

天
を
突
く
如
く
に
の
び
し
若
竹
の
梅
雨
の
入
り
に
て
よ
り
伸
び

に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

和
美

山
法
師
白
き
花
び
ら
青
葉
覆
い
ツ
リ
ー
の
ご
と
く
空
に
延
び
ゆ

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
岡
寿
美
子

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
り
た
蜻
蛉
銜
え
飛
ぶ
蜂
の
ず
る
さ
に
世
の
常

思
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川　
　

瞳

夫
逝
き
て
十
年
と
言
う
歳
月
に
一
人
も
良
し
と
吾
を
励
ま
す　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
田　

一
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
蔵
様
と
仲
良
く
並
び
末
長
く
家
を
ま
も
れ
る
香
椿
の
花　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
元　
　

晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）

こ
の
町
が
好
き
と
い
ふ
人
柿
の
花　
　
　
　
　
　

北
村　
　

薫

接
種
時
期
早
ま
る
知
ら
せ
梅
雨
間
晴
れ　
　
　
　

市
川　

ゑ
み

接
種
日
を
太
く
朱
記
し
て
梅
雨
ご
も
り　
　
　
　

南　

ト
キ
子

廿
歳
の
醤
油
数
滴
冷
奴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川　

晴
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
や
ま
ぼ
う
し
句
会
）

は
つ
と
せ

子育てに
　悩んでいませんか？
お気軽に
　ご相談ください。



　妊娠中から子育て期に関する相談に応じます。
保健師が常駐しておりますので、お気軽にご利用
ください。
　時間　8:30～17:15
　場所　保健福祉センター内２階

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

● 子育て世代包括支援センター（SUKU²）
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８ 月 保健カレンダー 場所／保健福祉センター
問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

　新型コロナウイルス感染症対策のため、園庭開
放を利用される方は、事前予約をお願いします。

※ご自宅で検温をした後、ご来園ください。
※大人はマスク着用をお願いします。
※予約および当日利用者多数の場合は、利用を
　お断りすることがあります。
※予定を変更する場合がありますので、町ホー
　ムページをご確認ください。

● 園庭開放 （9:30～10:30）

８/1０ （第2火曜）

８/１７（第3火曜）

三谷こども園

佐野こども園

日　程 場　　所

※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※乳幼児健診・健康相談では番号札の配布は行わず、
　受付時間も個別に通知いたします。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、内容な
　どの変更がある場合があります。その際は対象者
　に個別に通知します。
※警報発令時、午前中の健康相談・教室は午前８時
　半の時点、午後の健診・教室は午前11時の時点で
　警報が発令されていれば中止とします。

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

ふれあい遊び・子守唄・絵本の
読み聞かせ・ペープサート・ブッ
クスタート事業による絵本のプ
レゼント

////来られる際のお願い////
・風邪の症状や発熱がある、新型コロナウイル
　ス感染者と濃厚接触した、ご家族に感染の疑
　いのある方がいる場合は受診を見合わせてく
　ださい。
・受付前に検温を行います。マスク着用と、手
　指消毒をお願いします。
・できる限り、兄弟祖父母などの同伴はご遠慮
　ください。

問い合わせ　三谷こども園（☎23-3730）
　　　　　　佐野こども園（☎22-6260）

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児

健康診査

１歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

8/27㈮

8/17㈫

8/20㈮
9/10㈮

8/18㈬・25㈬

9/1㈬
8/19㈭

8/12㈭
9/9㈭
8/2㈪
9/6㈪

13：30～
15：00

13：30～

10：00～

令和３年２・４月生まれ

受付時間は
個別に通知

令和元年12月・令和２年
１月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和３年１月生まれ

令和２年８月生まれ
令和２年９月生まれ

令和２年９月生まれ
令和２年10月生まれ
令和元年６月生まれ
令和元年７月生まれ

２歳児健康相談

子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」
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かつらぎ町の人口
（６月末日現在）

16,250人（前月比±0人）　男 7,679人　女 8,571人　世帯数 7,153世帯
出生 8人　死亡 17人　転入 26人　転出 17人

かつらぎ町
ホームページ

かつらぎ町
LINE登録

こんにちは

６月の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

しずくちゃん ほのめちゃんるいちゃん

るいがちゃん ゆなちゃん

きほちゃん るなちゃんにかやちゃん

和歌山県地域活動連絡協議会表彰

少年メッセージ2021
伊都地方発表大会表彰式

受賞者（順不同）

　５月７日（金）、和歌山ビッグ愛にて、和歌山県地域活動
連絡協議会クラブ大会が行われ、大谷青少年育成協議会と
三谷青少年育成協議会が表彰されました。
　両協議会は、長年にわたり子ども会の普及発展に尽力し、
地域社会における児童の健全育成に貢献したことが評価さ
れました。

　６月28日（月）、伊都振興局にて「少年メッセージ2021
伊都地方発表大会表彰式」が行われ、下記の方々が奨励
賞を受賞しました。
　少年メッセージ伊都地方大会は、中学生が日常生活の
実体験などを通して得た自らの考えや将来の夢を発表す
るものです。本年度は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大を考慮し、原稿審査のみとして実施されました。

笠田中学校３年　中泉風笑さん
笠田中学校３年　松下幸太郎さん
妙寺中学校３年　松本悠花さん

左から）松本さん、松下さん、中泉さん

左から）
吉田沙和さん（大谷）、向井由香理さん（教良寺）
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